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世界の商船・海上貿易に占める中国のシェア

　

世

界

２

位

の

経

済

規

模

を

有

す

る

中

国

に

お

い

て

気

候

変

動

は

重

要

な

政

策

課

題

だ

。

同

国

は

２

０

３

０

年

ま

で

の

排

出

量

ピ

ー

ク

ア

ウ

ト

、

�

年

ま

で

の

カ

ー

ボ

ン

ニ

ュ

ー

ト

ラ

ル

実

現

を

目

標

に

掲

げ

、

�

年

か

ら

発

電

分

野

で

排

出

量

取

引

制

度

を

開

始

。

太

陽

光

や

風

力

な

ど

再

生

可

能

エ

ネ

ル

ギ

ー

に

よ

る

発

電

量

シ

ェ

ア

を

３

割

に

伸

ば

す

な

ど

対

応

を

進

め

る

。

　

中

国

は

世

界

最

大

の

輸

出

国

と

し

て

膨

大

な

物

流

需

要

を

抱

え

る

な

ど

海

運

分

野

で

も

ま

す

ま

す

存

在

感

を

高

め

て

い

る

。

　

中

国

造

船

所

の

建

造

量

は

過

去

�

年

で

大

幅

に

増

え

、

世

界

シ

ェ

ア

は

５

割

に

達

し

た

（

図

参

照

）

。

資

源

エ

ネ

ル

ギ

ー

輸

送

を

担

う

ば

ら

積

み

船

や

タ

ン

カ

ー

の

建

造

量

で

は

本

年

第

１

―

３

四

半

期

に

お

い

て

世

界

最

大

シ

ェ

ア

を

占

め

る

。

中

国

政

府

は

�

年

�

月

に

「

船

舶

製

造

業

グ

リ

ー

ン

発

展

行

動

綱

要

」

を

発

表

し

、

�

年

ま

で

に

Ｌ

Ｎ

Ｇ

や

メ

タ

ノ

ー

ル

な

ど

代

替

燃

料

船

の

世

界

シ

ェ

ア

５

割

を

確

保

す

る

目

標

を

掲

げ

た

。

Ｓ

＆

Ｐ

グ

ロ

ー

バ

ル

の

デ

ー

タ

に

よ

れ

ば

、

昨

年

引

き

渡

し

が

行

わ

れ

た

５

千

総

㌧

以

上

の

代

替

燃

料

船

の

内

、

中

国

で

建

造

さ

れ

た

船

舶

は

約

半

数

を

占

め

る

。

　

中

国

発

着

貨

物

の

増

加

を

背

景

に

中

国

船

社

も

船

腹

量

を

伸

ば

し

て

い

る

。

中

国

は

鉄

鉱

石

や

原

油

、

Ｌ

Ｎ

Ｇ

な

ど

大

量

の

資

源

エ

ネ

ル

ギ

ー

を

輸

入

し

、

ア

ジ

ア

発

欧

州

向

け

と

北

米

向

け

コ

ン

テ

ナ

航

路

で

は

中

国

発

の

貨

物

量

シ

ェ

ア

が

過

半

を

占

め

る

。

中

国

の

実

質

所

有

船

の

船

腹

量

は

３

億

５

千

万

重

量

㌧

と

世

界

２

位

（

日

本

は

２

億

４

千

万

重

量

㌧

で

同

３

位

）

の

規

模

で

あ

り

、

香

港

と

合

わ

せ

れ

ば

５

億

重

量

㌧

で

世

界

最

大

規

模

と

な

る

。

主

力

の

国

営

船

社

「

Ｃ

Ｏ

Ｓ

Ｃ

Ｏ

シ

ッ

ピ

ン

グ

ホ

ー

ル

デ

ィ

ン

グ

ス

」

は

今

年

６

月

に

中

国

初

の

メ

タ

ノ

ー

ル

燃

料

コ

ン

テ

ナ

船

の

引

き

渡

し

を

受

け

、

８

月

に

は

ア

ン

モ

ニ

ア

燃

料

タ

グ

ボ

ー

ト

に

グ

リ

ー

ン

ア

ン

モ

ニ

ア

燃

料

を

補

給

し

て

い

る

。

　

圧

倒

的

な

貨

物

量

を

誇

る

中

国

の

港

湾

は

効

率

化

や

グ

リ

ー

ン

化

に

取

り

組

む

。

コ

ン

テ

ナ

取

扱

量

で

世

界

ト

ッ

プ

�

に

入

る

上

海

、

寧

波

舟

山

、

深

圳

、

青

島

、

広

州

お

よ

び

天

津

な

ど

主

要

港

で

は

、

デ

ジ

タ

ル

技

術

を

活

用

し

た

自

動

化

設

備

の

導

入

や

、

シ

ン

ガ

ポ

ー

ル

・

欧

米

諸

港

と

共

に

低

・

脱

炭

素

の

海

上

輸

送

を

実

現

す

る

「

グ

リ

ー

ン

海

運

回

廊

」

を

構

築

す

る

た

め

の

協

力

を

進

め

て

い

る

。

　

海

運

分

野

で

の

気

候

変

動

対

応

は

海

事

産

業

を

基

盤

と

す

る

日

本

に

お

い

て

も

重

要

な

課

題

で

あ

る

。

特

に

建

造

量

シ

ェ

ア

で

２

割

を

割

り

込

む

日

本

の

造

船

業

の

維

持

・

発

展

を

図

る

上

で

次

世

代

燃

料

船

や

省

エ

ネ

技

術

の

シ

ェ

ア

拡

大

が

カ

ギ

と

な

る

。

こ

れ

ら

の

技

術

で

強

み

を

も

つ

日

本

の

造

船

・

舶

用

工

業

が

競

争

力

を

発

揮

で

き

る

よ

う

「

造

船

業

再

生

基

金

」

を

生

か

し

た

生

産

性

向

上

に

向

け

た

取

り

組

み

が

必

要

と

な

る

。

　

さ

ら

に

新

技

術

の

導

入

を

契

機

に

競

争

が

激

化

す

る

海

運

分

野

で

公

正

な

競

争

条

件

を

い

か

に

確

保

す

る

か

が

課

題

と

な

る

。

今

年

１

月

に

は

米

国

政

府

が

中

国

の

海

事

分

野

で

の

不

公

正

な

慣

行

が

競

争

を

阻

害

し

て

い

る

と

指

摘

し

、

そ

の

後

の

両

国

の

貿

易

措

置

の

応

酬

に

つ

な

が

っ

た

。

市

場

を

ゆ

が

め

る

措

置

は

過

剰

船

腹

を

も

た

ら

す

な

ど

産

業

全

体

の

利

益

を

損

な

う

。

気

候

変

動

へ

の

対

応

が

求

め

ら

れ

る

中

、

海

運

市

場

の

安

定

的

な

発

展

に

資

す

る

健

全

な

競

争

環

境

の

整

備

が

重

要

と

な

る

。


